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大磯一周駅伝大会

大磯小学生駅伝大会

第63回

第４回

～たすきをつなげ！
20.2km～

　恒例の大磯一周駅伝大会が開催されます。出場チームを募集しますので奮ってご参加ください。

　大磯小学生駅伝大会を大磯一周駅伝大会と同日に開催します。次のとおり小学生の出場チームを募
集しますので奮ってご参加ください。

▶と　き
平成29年１月15日（日）開会式 ８：20　スタート ９：00
▶参加資格
・地区チーム（同一地区在住者で中学生以上）
・団体チーム（町在住・同一事業所在勤・同一学校在学等の中学生以上）

▶チーム編成
監督１名・選手６名・補欠３名以内

▶コース
大磯中学校～大磯運動公園【総距離20.2km】

≪１区≫　大磯中学校～第１中継所（福祉センターさざれ石）「4.0km」
≪２区≫　第１中継所～第２中継所（六所神社）「4.2km」
≪３区≫　第２中継所～第３中継所（虫窪スポーツ広場）「3.4km」
≪４区≫　第３中継所～第４中継所（大磯町消防団第９分団前）「3.3km」
≪５区≫　第４中継所～第５中継所（生沢会館）「2.3km」
≪６区≫　第５中継所～大磯運動公園多目的広場「3.0km」

▶と　き
平成29年１月15日（日）開会式 11：00　スタート 11：15
▶参加資格
町在住・在学の小学４年生以上で構成するチーム
（代表者（保護者）１名、選手４名、補欠２名以内）

▶コース
大磯運動公園内周回コース（約3.8km）

▶申込み
12月２日（金）までにスポーツ健康課
窓口で配布の申込用紙（町ホームペー
ジからもダウンロード可）に必要事項
を記入し、スポーツ健康課へ提出。
※応募チーム多数の場合は抽選。
　（地区チーム優先）

▶申込み
12月２日（金）までにスポーツ健康課
窓口で配布の申込用紙（町ホームペー
ジからもダウンロード可）に必要事項
を記入し、スポーツ健康課へ提出。
※応募チーム多数の場合は抽選。
　（地区チーム優先）

大会当日のお願い

　大会当日は、コース沿道か
ら皆さんの盛大なご声援をお
願いします。
　また、選手の安全な走行を
確保するため、コース上への
駐車はおやめください。

協賛団体及び当日ボランティア
を募集します！

　大磯一周駅伝大会を共に作
り上げる協賛団体及び当日ボ
ランティアを募集します。全
力で町内を駆け抜ける選手を
地域で応援しませんか？
　詳細及び申込みは、スポー
ツ健康課窓口または町ホーム
ページをご覧ください。

《4区 3.3km》

《5区 2.3km》

《6区 3.0km》

《1区 4.0km》

《2区 4.2km》

《3区 3.4km》

大磯一周駅伝大会コース図

スタート
第1中継所
第2中継所
第3中継所
第4中継所
第5中継所
ゴール

S

ゴール G

1

S

2
3
4

4

5

3

5

G

黒岩公民館

大磯
恒道園藤沢

塗装店

生沢
架道橋

西乃池橋 県立
おおいそ
学園

アマダ
グループ
大磯寮

馬場公園

中丸会館
大喜工業

バーミヤン
守屋庭園資材

石神台南公園
城山トンネル

城山公園
鴫立庵

大磯
郵便局

大磯町
商工会舘

神明架道橋先

化粧坂交差点

大磯警察署

東の池

普門寺
バス停

王福寺

JR東
海道
新幹
線

JR東海道線

小田原厚木道路
大磯インター前

西久保バス停

虫窪スポーツ広場前

生沢会館前

スタート

大磯町消防団
第9分団前

2六所神社前 1
福祉センターさざれ石前

運動公園

大磯中学校
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大磯・里山の魅力発見ウォーク 2016 開催

JR東日本大磯駅からハイキング
『湘南発祥の地
　旧東海道大磯宿を巡るハイキング』

大磯オブジェめぐり

　自然と文化の香り漂う大磯国府地域を中心に、自然体験、健康づくりをテーマとして、秋の深まりを感じながら

地域の自然や文化を学び、親しむウォーキングイベント「大磯・里山の魅力発見ウォーク」を開催します。

▶と　き　11月27日（日）

▶集合場所　馬場公園

▶受　付　Ａコース ９時～10時　Ｂ・Ｃ・Ｄコース９時～11時　（受付後、順次スタート）

▶ゴール　馬場公園（各コース最終15時）

▶コース
 国府の里山満喫健脚コース

 (ポイント：みかん畑と富士山・丹沢大山の眺望)（距離約11㎞　歩行時間約４時間30分）

 フルーツ街道散策コース（ポイント：柿の加工品の試食、みかんの試食）（距離約６㎞　歩行時間約

２時間30分）

 こゆるぎの森自然体験コース（ポイント：キャンパス内で焼き芋食育体験、大磯で見られる蝶の写真

と標本の特別展示）（距離約６㎞　歩行時間約２時間30分）

 国府の歴史探訪コース（ポイント：国府祭ゆかりの六所神社と蓮花院の案内、旧東海道松並木と一里塚、

西長院身代わり地蔵特別拝観）（距離約６㎞　歩行時間約２時間30分）

▶定　員　200人（先着順）

▶持ち物　飲み物、昼食および雨具は各自持参ください。

▶参加費　１人500円（中学生以下200円）（保険料、資料代を含む）

　　　　　※小学生３年生以下の方は、保護者の同伴が必要

▶申込み　11月21日（月）までにハガキまたはＦＡＸで、住所、氏名、電話番号、希望コース（家族やグループの場合は、

参加者全員）記載して申込みください。

▶その他　ポイントスタンプとアンケート記入で、すてきなプレゼントがあります。

問・ 　（公社）大磯町観光協会　〒255-0003　大磯町大磯878­1、ＦＡＸ（60）1170

　　　　詳細はホームページをご覧ください。http:⁄⁄www.oiso-kankou.or.jp⁄index.html

Ａコース

Ｂコース

Ｃコース

Ｄコース

ウォークラリーで知らなかった大磯を見つけてみよう!!ウォークラリーで知らなかった大磯を見つけてみよう!!

▶期　間
　11月３日（木・祝）～ 12月25日（日）

　（受付時間 ９時30分～11時30分）

▶受　付　駅前観光案内所

▶コース
大磯駅（観光案内所）→江戸見付跡→一里塚跡

→化粧井戸→旧島崎藤村邸→大磯城山公園

（郷土資料館）→一里塚跡→旧東海道松並木→

上方見付跡→鴫立庵→南組問屋場跡→尾上・

小島本陣跡→地福寺→大磯駅

▶参加費　無料

　※鴫立庵入庵は

　　別途入庵料が

　　かかります。

問　駅からハイキング事務局　☎03(5719)3777

　今春、大磯の歴史や文化といった魅力

を深く楽しんでもらえるように、各施設

に関連の深い「言葉」や「エピソード」

の“オブジェ”ができました。

　オブジェを巡り、４か所以上のスタン

プを集めて、記念品をもらおう！（先着

500人）

▶受付・記念品交換　駅前観光案内所（９:00～17:00）

▶期　間　11月３日（木・祝）～12月18日（日）

スタンプポイント
施　設 開館時間 休館日 備　考

鴫立庵 ９:00～17:00 ― 入庵料有料

旧島崎藤村邸 ９:00～16:00 月曜 ―

郷土資料館
９:00～17:00

（入館16:30まで）
月曜

毎月１日
―

旧木下家別邸 11:30～15:00､17:30～20:00 水曜 ―

大磯駅 ― ― ―

問　産業観光課　☎内線334
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津
波
発
生
を
想
定
し
、
自
分
の
身
を
守
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
、
自
宅
等

か
ら
安
全
な
高
台
ま
で
避
難
す
る
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
避
難
時
は
「
火
の
始
末
」
や
「
戸
締
り
」
に
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
訓
練

終
了
後
は
「
避
難
経
路
の
危
険
箇
所
の
有
無
」「
避
難
時
間
」「
家
族
と
の
連
絡

方
法
」
な
ど
に
つ
い
て
家
族
や
地
域
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
海
岸
か
ら
離
れ

た
津
波
浸
水
想
定
の
無
い
地
区
で
は
、「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
」
や
災
害
に
備
え

た
確
認
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
広
報
お
お
い
そ
11
月
号
と
同
時
配
布
の
水
色
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
地
区
に
よ
っ
て
は
広
報
お
お
い
そ
と
別
配
布
に
な
り
ま
す
。

※
津
波
浸
水
想
定
の
無
い
地
区
に

は
回
覧
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

津
波
避
難
訓
練
を
実
施

11
月
５
日
（
土
）
午
前
９
時
〜

問　

危
機
管
理
課　

☎
内
線
２
４
１
・
２
４
４

午前９時　防災行政無線で緊急地震速報の放送
▼

安全確保行動　シェイクアウトを実施
放送に合わせて各自で

「まず低く→頭を守り→動かない」
の安全確保行動を実施。

▼
防災行政無線で大津波警報の放送

▼
高台などへ素早く避難！

（可能なら隣近所に声かけをして）
すぐに近くの高台、地域で定める
『いっとき避難場所』へ避難。

※各地域の『いっとき避難場所』は配布チラシの
裏面に記載されています。
※津波浸水想定の無い地区では地震に備え、放送
に合わせてシェイクアウトや避難場所、家族と
の連絡方法、備蓄品の確認を。

防災行政無線の全国一斉試験放送を実施
　地震・津波や武力攻撃等の発生時に国か
らの緊急情報を伝える全国瞬時警報システ
ム（J-ALERT）の動作確認を行うため、国
から送信されるデータを使って試験放送を
行います。

▶と　　き
　11月29日（火）午前11時頃
▶放送内容
　「これはテストです、（３回繰返し）こち
らは防災大磯です。」
※全国一斉に試験放送が実施されます。（試
験放送前に事前放送します。）

　なお、天候等により試験放送を中止する
場合があります。

問　危機管理課　☎内線241、244

一般的な訓練の流れ

配
布
チ
ラ
シ
一
例

＜裏面＞ ＜表面＞

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動
」
と
は
、

子
ど
も
虐
待
防
止
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
と
し
て
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
を
広
め

る
こ
と
で
、
子
ど
も
虐
待
を
な
く
す

こ
と
を
呼
び
か
け
る
市
民
運
動
で
す
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
は
、
啓
発

リ
ボ
ン
や
チ
ラ
シ
の
配
布
、
掲
示
板

に
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
ま
す
。

ま
た
、
啓
発
グ
ッ
ズ
（
オ
リ
ジ
ナ
ル

ボ
ー
ル
ペ
ン
）
を
町
内
在
住
の
年
長

児
へ
所
属
園
を
通
じ
て
配
布
し
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
町
外
園
等
に
所
属

す
る
年
長
児
は
子
育
て
支
援
課
と
子

育
て
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
11
月

末
ま
で
配
布
し
ま
す
。

　
虐
待
か
も
？
と
思
っ
た
ら
１
８
９

番
（
い
ち
は
や
く
）
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
（
匿
名
可
）。

◎
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　

１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

◎
大
磯
町
児
童
虐
待
相
談
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
（
70
）
１
０
６
５

問
　
子
育
て
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー

　
☎
（
71
）
３
３
７
７
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９
月
９
日
の
「
救
急
の
日
」
に
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
を
図
る

た
め
、
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
い
そ
べ
え
・
あ
お
み
」

を
一
日
救
急
隊
長
に
任
命
し
、
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
５
店
舗
に
設
置
し
た

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
点
検
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
い
つ
で
も
使
用
で
き
る
状
態

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
今
年
は
新
た
に
６
店
舗
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
応
急
手
当
は
、
勇
気
が
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
出
来
ま
す
。
大

切
な
人
を
守
る
た
め
救
命
講
習
を
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

問
　
消
防
署
　
☎
（
61
）
０
９
１
１

皆
さ
ん
に
、
消
火
器
の
取
扱
い
方
法

を
経
験
し
て
い
た
だ
き
、
い
ざ
と
い

う
時
に
備
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

問
　
消
防
総
務
課

　
☎
（
61
）
０
９
１
１

　
町
で
は
宝
く
じ
の
助
成
（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）
を
受
け
て
、
防

火
防
災
訓
練
用
の
資
器
材
（
訓
練
用

の
消
火
器
・
模
擬
消
火
訓
練
用
の
的
）

一
式
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
活
用
し
た
地
域
の
防
災

訓
練
等
で
一
人
で
も
多
く
の
町
民
の

《
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

 

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
》

３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品

を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す

る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。

問
　
消
防
総
務
課

　
☎
（
61
）
０
９
１
１

　
11
月
９
日
（
水
）
か
ら
15
日
（
火
）

ま
で
の
７
日
間
、
秋
の
全
国
火
災
予

防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
冬
に
か
け
て
は
空
気
が

乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季

節
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
起
こ
り
や

す
い
季
節
を
前
に
、
火
災
予
防
へ
の

関
心
を
高
め
、
火
災
の
発
生
を
防
止

す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
を
中
心
と
し

た
死
傷
者
の
数
を
減
ら
し
、
ま
た
財

産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
暖
房
器
具
等
の
火
気
を
使
う
機
会

も
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。
家
族
一
人

ひ
と
り
の
「
慣
れ
」
や
「
油
断
」
か

ら
、
火
災
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
、
防

火
の
重
要
性
を
十
分
に
自
覚
し
、「
い

の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
を

参
考
に
普
段
の
生
活
の
中
で
火
災
の

予
防
を
し
ま
し
ょ
う
。

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

平
成
28
年
度

　

全
国
統
一
防
火
標
語

宝
く
じ
の
助
成
金
で
防
火
防
災
用
資
器
材
を
整
備

一
日
救
急
隊
長
に
任
命
し
応
急
手
当
普
及
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た

「
消
し
ま
し
ょ
う

そ
の
火
そ
の
時

そ
の
場
所
で
」

﹁
い
そ
べ
え
・
あ
お
み
﹂
を

﹁
い
そ
べ
え
・
あ
お
み
﹂
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問
　
町
民
課
　
☎
内
線
２
３
７

　
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
交
通
事

故
防
止
の
徹
底
を
図
る
た
め
、「
第

53
回
大
磯
町
交
通
安
全
町
民
総
ぐ
る

み
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き
　
11
月
12
日
（
土
）

10
時
か
ら

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
２
階
研
修
室

▼
内　

容

①
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
表
彰

②
交
通
安
全
協
力
者
・
功
労
者
表
彰

③
大
会
決
議

④
交
通
安
全
教
室

　
日
ご
ろ
か
ら
積
極
的
に
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
や
啓
発
活
動
に
取
り
組
ま
れ

て
こ
ら
れ
た
、
高
麗
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
の
金
子
八
重
子
さ
ん
が
、（
公

社
）
神
奈
川
県
防
犯
協
会
連
合
会
会

長
・
神
奈
川
県
警
察
本
部
長
連
名
感

謝
状
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

問
　
町
民
課
　
☎
内
線
２
３
７

　
安
部
川
〓と

よ
さ
ん
（
大
磯
）
が
９

月
に
満
百
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、健
康
に
留
意
さ
れ
、

元
気
に
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

問
　
福
祉
課
　
☎
内
線
３
１
６

〓

（
公
社
）
神
奈
川
県
防
犯
協
会
連
合

会
会
長
・
神
奈
川
県
警
察
本
部
長
連

名
感
謝
状
を
受
賞
！

　
今
年
も
「
つ
な
ご
う
﹃
健
康
﹄
の
輪
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
し
、子
ど
も
か
ら
ご
高
齢
の
方
ま
で
、

幅
広
い
層
の
方
々
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
雨
天
の
心
配
も
あ
り
ま
し
た
が
、
昼
頃
に
は

青
空
も
見
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
、
芝
生
化
さ

れ
た
多
目
的
広
場
を
元
気
に
駆
け
回
っ
て
お
り

ま
し
た
。

　
会
場
と
な
っ
て
い
る
運
動
公
園
の
多
目
的
広

場
の
芝
生
化
は
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
実
現
い
た
し
ま
し
た
。
こ

の
芝
生
化
は
、
多
く
の
方
々
が
互
い
に
手
を
取

り
合
っ
て
つ
な
が
っ
て
い
く
輪
の
よ
う
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
つ
な
ご
う
﹃
健
康
﹄

の
輪
」
で
は
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で
、

す
べ
て
の
町
民
が
、
体
を
動
か
し
、
一
人
ひ
と

り
が
健
康
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
き
、
町

全
体
の
健
康
へ
と
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

意
味
を
込
め
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
開
催
に
あ
た
り
、
多
く
の
方
々
の
ご

協
力
が
必
要
不
可
欠
で
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ

い
た
方
々
へ
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
健
康
と
な
る
こ
と

で
、
未
病
を
治
し
て
い
け
る
よ
う
﹃
健
康
﹄
の

輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

走る！走る！走る！走る！走る！走 ！
町長がが

61走走走走走る走走走
大
磯
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ス
タ

 

２
０
１
６

▲安部川さん ▲金子さん

百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

～
地
域
の
防
犯
活
動
に
寄
与
～

を
開
催

大
磯
町
交
通
安
全
町
民
総
ぐ
る
み
大
会

大
磯
町
交
通
安
全
町
民
総
ぐ
る
み
大
会

▶
平
成
27
年
度

大
磯
町
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

第
53
回

　このアンケートは発達などに課題がある子どもの

早期支援につなげるために行うものです。

　町立幼稚園、町立保育園に在籍する平成23年４月

２日～平成24年４月１日生まれの町内在住の児童が

対象です。

　11月中に対象となる児童の保護者あてに在籍する

各園からアンケート用紙をお配りします。

　アンケートの回答は任意ですが、事業の趣旨をご

理解の上、ご協力をお願いします。

　なお、町立の幼稚園・保育園以外に在籍している

場合についても、ご希望があれば個別に対応します。

問・ 　子育て支援総合センター　☎（71）3377

５歳児健診として
「年中児すこやかアンケート」

を実施します



9

実施期間：平成29年２月28日（火）まで（実際に検診をする日は２月28日までです。約15日前までに予約が必

要となる医療機関もありますので、早めのご連絡をお願いします。）

申込方法：電話または、スポーツ健康課窓口

★申込みののち案内をお送りしますので、内容を確認いただき、来院等をしてください。

★上記施設検診の他に、集団検診もあります。詳細は広報５月号に折込の「おおいそ健康カレンダー」、もし

くは町ホームページをご覧ください。

問　スポーツ健康課　☎内線308・309

　町では、町の公共施設で行う集団検診の他に、医療機関で行う施設検診を実施しています。

施設検診（乳がん・子宮頸がん）
実施医療機関 住　所 乳 子　宮

ありさわクリニック 平塚市老松町2-28 ○

（公財）神奈川県予防医学協会 横浜市中区日本大通58 ○ ○

倉田会メディカルサポートクリニック 平塚市四之宮2-7-8 ○ ○

高産婦人科医院 平塚市中原3-1-55 ○

小清水産婦人科クリニック 平塚市徳延683-1 ○

（公財）佐々木研究所附属 湘南健診センター 平塚市宝町10-4 ○ ○

東海大学医学部付属大磯病院 大磯町月京21-1 ○ ○

前田産婦人科 平塚市松風町13-37 ○

牧野クリニック 平塚市八重咲町25-5 ○

対象・内容・料金など

検診項目 対　象 検診内容 金　額
（　）内は75歳以上の方

乳がん
年度内に40歳以上になる女性
２年に１回（昨年度受診者は出来ません）

問診・視触診・マンモグラフィ
（40歳代２方向・50歳代１方向）

40歳代　2,800円
50歳代　2,500円（1,250円）

子宮頸がん
年度内に20歳以上になる女性
２年に１回（昨年度受診者は出来ません）

問診・視診・内診・細胞診 1,800円（900円）

女 性 の た め の が ん 検 診 の ご 案 内

▼
所
得
制
限

　
父
・
母
ま
た
は
養
育
者
と
、
同
居

の
扶
養
義
務
者
の
所
得
に
よ
り
判
定

し
ま
す
。
な
お
、
申
請
月
に
よ
り
判

定
す
る
所
得
の
対
象
年
度
が
異
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
現
況
届
の
提
出

　
医
療
証
の
有
効
期
限
は
、
毎
年
12

月
31
日
ま
で
で
す
。
現
在
医
療
証
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、
11
月
中

に
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

▼
そ
の
他

　
今
ま
で
申
請
を
し
て
い
な
か
っ
た

方
で
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
つ
い
て

は
、
随
時
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
　
子
育
て
支
援
課 

　
☎
内
線
３
０
６

　
町
で
は
ひ
と
り
親
家
庭
等
で
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
と
そ
の
児
童
の

医
療
費
の
自
己
負
担
額
（
入
院
時
食

事
負
担
金
を
除
く
）
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

▼
対
象
者

　
18
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母
ま
た
は

養
育
者

※
事
実
婚
が
あ
る
場
合
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
児
童
が
高
等
学
校
在
学
中
は
、
最

長
で
20
歳
の
年
度
末
ま
で
対
象
と
な

り
ま
す
。（
要
学
生
証
）

※
児
童
に
一
定
の
障
害
が
あ
る
場
合

は
20
歳
に
な
る
誕
生
日
の
前
日
ま
で

対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
健
康
保
険
証
（
受
給
者
と
子
）
②

印
か
ん
③
住
民
票
の
写
し
④
戸
籍
謄

本
⑤
所
得
証
明
書
⑥
受
け
取
っ
た
養

育
費
の
額
の
分
か
る
も
の
⑦
そ
の
他

要
件
を
確
認
で
き
る
書
類
な
ど

※
申
請
者
の
状
況
や
該
当
要
件
に
よ

り
必
要
な
書
類
が
異
な
り
ま
す
。

※
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
場
合
は

省
略
で
き
る
書
類
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

医
療
費
助
成
の
ご
案
内

受
給
者
は
現
況
届
の
ご
提
出
を
！

扶養
人数 父・母・養育者 扶養義務者

０人 192万円未満 236万円未満

１人 230万円未満 274万円未満

２人 268万円未満 312万円未満

３人 306万円未満 350万円未満

～
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
皆
さ
ん
へ
～
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※
不
法
投
棄
を
し
て
い
る
現
場
を
見

た
ら
す
ぐ
に
警
察
に
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。

問
　
環
境
課
（
美
化
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
（
72
）
４
４
３
８

　
猫
は
非
常
に
繁
殖
力
の
高
い
生
き

物
で
す
。
生
後
、
約
半
年
で
繁
殖
が

可
能
な
状
態
に
成
長
し
ま
す
。
そ
の

後
は
、
一
年
間
に
二
、
三
回
、
出
産

が
可
能
に
な
り
ま
す
。
繁
殖
を
望
ま

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
不
妊
・
去
勢
手

術
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
猫
を
屋
外
で
飼
育
を
し
て
い
る

と
、
交
通
事
故
に
遭
う
危
険
性
や
、

猫
同
士
の
ケ
ン
カ
等
で
怪
我
を
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
糞
尿

等
に
よ
り
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に

も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
室
内
飼
育
で
あ
っ
て
も
、
運
動
を

さ
せ
れ
ば
ス
ト
レ
ス
な
く
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
飼
い
猫
は
、
飼
い
主
を
頼
り
に
生

き
て
い
る
命
で
す
。
最
期
ま
で
責
任

を
持
ち
、
愛
情
を
こ
め
て
終
生
飼
育

し
ま
し
ょ
う
。

問
　
環
境
課
（
美
化
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
（
72
）
４
４
３
８

　
４
月
よ
り
連
載
し
て
き
ま
し
た

「
飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
考
え
る
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
号
で
最
終
回

と
な
り
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
猫
を
飼
っ
て
い
る
方

へ
の
お
願
い
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

﹃
飼
い
猫
の
飼
い
主
さ
ん
へ
のお

願
い
﹄

　
最
近
、
飼
い
猫
に
つ
い
て
の
苦
情

や
相
談
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
そ
の

多
く
は
、
猫
の
糞
尿
被
害
や
鳴
き

声
、
ま
た
、
猫
が
迷
子
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
等
の
安
否
確
認
等
に
つ
い
て

で
す
。

　
大
切
な
飼
い
猫
を
危
険
か
ら
守

り
、
共
に
長
く
過
ご
し
て
い
け
る
よ

う
、
ま
た
、
近
所
の
方
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
、
飼
い
主
と
し
て
、
猫

の
行
動
に
責
任
を
持
ち
、
気
持
ち
よ

い
生
活
環
境
を
維
持
す
る
に
は
、
ど

う
し
た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

・
不
妊
・
去
勢
手
術
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

・
室
内
飼
い
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・
迷
子
に
な
ら
な
い
よ
う
に
首
輪
や

名
札
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
ト
イ
レ
は
自
身
の
敷
地
内
に
設
け

ま
し
ょ
う
。

　
町
で
は
、
ご
み
の
不
法
投
棄
を
無

く
す
た
め
に
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
ご
み

の
撤
去
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
山
間

部
な
ど
で
は
、
電
化
製
品
な
ど
の
不

法
投
棄
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
は
、
土
地

の
所
有
者
が
処
理
す
る
こ
と
に
な

り
、
被
害
を
受
け
た
方
に
と
っ
て
大

変
な
負
担
と
な
り
ま
す
。

不
法
投
棄
の
無
い
明
る
い
町
を
目
指

し
て

　
き
れ
い
な
環
境
づ
く
り
に
は
、
皆

さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

　「
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
に

よ
り
、
土
地
の
所
有
者
は
不
法
投
棄

が
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
土
地
の
適
正

な
管
理
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
空
き
地
や
山
林
の
所
有
者
は
、
不

法
投
棄
さ
れ
に
く
い
環
境
づ
く
り
の

た
め
に
、
柵
の
設
置
や
看
板
の
掲
示

等
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

重
要
な
こ
と

飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
考
え
る
⑥

か
し
こ
い
消
費
者
に
な
ろ
う
！

電
力
小
売
自
由
化
で
何
が
変
わ
る
？

消
費
生
活
講
演
会

「
不
法
投
棄
を
し
な
い
！

さ
せ
な
い
！
ゆ
る
さ
な
い
！
」

〜
11
月
は

不
法
投
棄
撲
滅
強
化
月
間
〜

﹁
ポ
イ
捨
て
﹂
も
不
法
投
棄
！

　
軽
い
気
持
ち
か
ら
空
き
缶
や
た
ば

こ
の
吸
い
殻
を
投
げ
捨
て
た
り
す
る

行
為
も
立
派
な
不
法
投
棄
で
す
。

　「
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
で

も
ポ
イ
捨
て
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

（
違
反
し
た
場
合
は
罰
金
が
課
せ
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

家庭から出たと思われる不法投棄物

　「
電
力
自
由
化
」と
は
何
な
の
か
？

消
費
者
に
対
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
は
？
契
約
の
変
更
手
続
き

は
？
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
消
費
者

の
選
べ
る
自
由
と
怖
さ
に
つ
い
て
考

え
ま
す
。

▼
と　

き
　
11
月
30
日
（
水
）

　
10
時
～
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
大
磯
町
役
場
４
階
第
１

会
議
室

▼
講　

師
　
辰
巳
　
菊
子
氏
（
公
益

社
団
法
人
日
本
消
費
生
活
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
相

談
員
協
会
（
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
）
常
任
顧

問
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
定　

員
　
50
人
（
先
着
順
） 

▼
申
込
み
　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

窓
口
で
氏
名
、
連
絡
先
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

※
保
育
を
希
望
す
る
方
は
、
11
月
22

日
（
火
）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
　
町
民
課
　
☎
内
線
２
３
７

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
61
）
１
９
９
１
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④
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
・
あ
て
く
じ
な
ど

の
お
楽
し
み
模
擬
店

※
来
場
者
駐
車
場
は
国
府
小
学
校
に

用
意
し
て
い
ま
す
が
、
台
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
車
で
の
ご

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
買
い
物
袋
持
参
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
　
産
業
観
光
課
　
☎
内
線
２
６
２

　
Ｊ
Ａ
湘
南
大
磯
支
所

　（
71
）
２
５
１
１

　｢

育
て
よ
う
　
地
域
と
農
業
の
共

生｣

を
テ
ー
マ
に
、
町
内
で
生
産
さ

れ
た
農
林
産
物
・
農
産
加
工
品
の
品

評
会
及
び
直
売
会
、
模
擬
店
な
ど
が

出
店
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
例
年
と
は

趣
向
を
変
え
、
農
業
に
特
化
し
た
お

祭
り
と
し
て
、
会
場
も
変
更
し
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き
　
11
月
27
日
（
日
）

 
 
 
 
 
10
時
～
15
時

▼
と
こ
ろ
　
Ｊ
Ａ
湘
南 

大
磯
支
所

　
　
　
　
　（
大
磯
町
月
京
６
︱
７
）

▼
内　

容
　

①
農
林
産
物
・
農
産
加
工
品
の
直
売

（
柿･

み
か
ん
・
野
菜･

手
作
り

こ
ん
に
ゃ
く
等
）

②
ヤ
ク
ル
ト
・
コ
ー
ヒ
ー
牛
乳
・
ポ

ン
菓
子
・
堆
肥
な
ど
の
無
料
サ
ー

ビ
ス

③
焼
き
鳥
・
焼
き
そ
ば
・
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
な
ど
の
販
売

農産物品評会

●出品物の一般公開
▶と　き
11月26日（土）14時～16時
11月27日（日）10時～正午
▶ところ
JA湘南大磯支所向いの特設会場

●出品物の販売
▶と　き　11月27日（日）
14時～　売り切れ次第終了

大
磯
ふ
れ
あ
い
農
産
物
ま
つ
り

２
０
１
６

　「大磯町新たな観光の核づくり推進協議会」では、大磯のまち歩きを楽しんでもらうための一環として、大磯町の

景観重要建造物第１号である「旧木下家別邸」の歴史文化を表現したロートアイアン看板（錬鉄を使った看板のこと）

デザインの募集を行いました。

　７月１日から８月31日までの２ヶ月間募集を行い、旧木下家別邸に飾るにふさわしい、全14作品のご応募をいた

だきました。ご応募ありがとうございました。

　９月23日（金）に、芸術・建築関係者などにより厳正な審査が行われ、最優秀作品１点が選ばれました。

　今後、最優秀作品のデザインを基に、ロートアイアン看板を制作し、平成29年３月末日までに、旧木下家別邸庭

園内に設置する予定です。楽しみにお待ちください。

●最優秀作品

▶受賞者
　　相原　千華子さん（大磯町在住）

▶デザインコンセプト
　旧木下家別邸で印象的な窓を用いました。

　窓からの眺めは時代により変化していきます。これからも多く

の人々が、この場所で時の流れをのんびりと眺めていけたらとい

う思いを込めました。

問　産業観光課　☎内線334

旧木下家別邸ロートアイアン看板
デザインコンテスト選考結果発表



依
存
財
源
　
39

.7％

歳 入
111億
606万円

1％1％0.7％0.7％
13.9％

7.2％

5.6％

その他（地方譲与税、地方消費税交付金など）
　7億5,124万円

町債　6億2,100万円

地方交付税
　8億518万円

国・県支出金
　22億3,190万円

その他（諸収入、繰
入金、繰越金など）
15億3,466万円

分担金及び負担金　7,961万円
使用料及び手数料
　1億1,441万円

町税　49億6,806万円

自主財
源

　
60
.3
％

 
 

　　　

民生費　　32億4,379万円
【主な事業】
自立支援給付費
児童手当
認定こども園整備事業費補助金
心身障害者医療扶助費
小児医療費助成
臨時福祉給付金
国民健康保険事業特別会計の安定した運営
後期高齢者医療特別会計の安定した運営
介護保険事業特別会計の安定した運営

4億4,661万円
4億5,699万円
1億7,074万円
1億3,337万円

7,485万円
2,340万円

3億6,474万円
3億5,983万円
4億2,868万円

総務費　　18億8,294万円
【主な事業】

自転車駐車場整備・維持管理
国府支所への太陽光発電設備設置
個人番号カードの交付事務
土砂災害ハザードマップ作成等の防災対策
防犯対策
情報システムの共同化
総合戦略策定に要した経費

4億6,349万円
1,417万円
1,286万円

 2,585万円
1,560万円
7,608万円
745万円

平
成
27
度
年

一
会
般

計

告
報
算
決

告
報
算
決

決
算
の
概
要
を

　
　
　
報
告
し
ま
す

■

歳 

入

　　問

財
政
課

　☎
内
線
２
１
９

44.7％44.7％

20.1％20.1％

6.8％6.8％

　
平
成
27
年
度
の
歳
入
決
算
額
は
、

１
１
１
億
６
０
６
万
円
で
前
年
度
と

比
べ
13
億
９
，
４
９
９
万
円
増
え
て

い
ま
す
。

　
町
の
収
入
の
根
幹
と
な
る
町
税
に

つ
い
て
は
、
49
億
６
，
８
０
６
万
円

で
前
年
度
よ
り
５
，
１
０
７
万
円
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
要
因
は
、

評
価
替
え
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
減

に
よ
る
も
の
で
す
。
一
方
、
社
会
保

障
財
源
の
確
保
等
の
た
め
の
消
費
税

率
引
上
げ
の
通
年
反
映
に
よ
り
地
方

消
費
税
交
付
金
が
増
額
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
が
制
度
改
正
に

よ
り
人
口
減
少
等
特
別
対
策
事
業
費

が
追
加
さ
れ
た
こ
と
で
増
額
し
、
普

通
建
設
事
業
に
係
る
交
付
金
や
認
定

子
ど
も
園
の
整
備
等
に
係
る
補
助
金

の
増
に
伴
い
国
・
県
か
ら
の
支
出
金

も
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

 

今
後
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

な
ど
を
受
け
、
町
税
の
減
少
が
予
想

さ
れ
る
な
か
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
し
、
安
定
し
た
運
営
を
行
う
た
め

に
は
、
新
た
な
財
源
の
確
保
な
ど
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

広報おおいそ　平成28年11月 12

歳 出
103億

5,299万円

31.3
民生費

％

18.2
総務費

％12.6
衛生費

％

12.4
土木費

％

11.1
教育費

％

5.7
公債費
％

4.5
消防費

％
4.2
その他

％

 
 

※詳細は、町ホームページで公表します。

救急医療
予防接種や感染症対策
がん検診の推進
妊婦健診や不妊治療　
ごみの収集・運搬・処理
ごみ処理施設の解体経費
(仮称)リサイクルセンター整備事業
し尿の収集・運搬・処理

1,946万円
6,735万円
2,799万円
1,159万円

2億8,535万円
3億5,660万円

8,028万円
1億544万円

道路ストックの定期点検
橋りょう長寿命化修繕工事
国府本郷西小磯１号線の整備
幹線27号線の整備
血洗川の護岸整備
いくさわ西の池跡公園整備
六所・町屋公園トイレの整備
運動公園長寿命化対策

2,750万円
2,273万円
6,003万円
6,305万円
265万円
297万円

2,314万円
2,839万円

大磯小学校のグラウンド改修
国府中学校体育館等の改修
中学校給食の運営
大磯幼稚園の改修
私立幼稚園就園補助
郷土資料館リニューアル整備
旧吉田茂邸の再建

4,591万円
5,734万円
2,730万円
2,579万円
1,215万円
2,654万円

2億7,472万円

消防救急無線整備
小型動力ポンプ付積載車の購入
救急・救助等活動事業

4,482万円
1,651万円
826万円

議会費
労働費
農林水産業費
商工費
災害復旧費

1億4,497万円
2,136万円
7,764万円

1億8,480万円
356万円

衛生費　　13億750万円
【主な事業】土木費　　12億8,113万円

【主な事業】

教育費　　11億4,400万円
【主な事業】

消防費　　4億7,102万円
【主な事業】

その他　　4億3,237万円

公債費　　5億9,024万円
借りたお金の返済 5億9,024万円

平成27年度 決算報告

■

歳 

出

　
平
成
27
年
度
の
歳
出
決
算
額
は
、

１
０
３
億
５
，
２
９
９
万
円
で
前
年

度
と
比
べ
14
億
１
，
３
８
５
万
円
増

え
て
い
ま
す
。

　
主
な
理
由
と
し
て
は
ご
み
処
理
広

域
化
に
伴
う
ご
み
処
理
施
設
等
の
解

体
や
（
仮
称
）
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
の
整
備
、
駅
前
自
転
車
駐
車
場
の

整
備
な
ど
の
普
通
建
設
事
業
費
の
増

に
よ
る
も
の
で
す
。

　
歳
出
の
約
20
％
を
占
め
る
人
件
費

は
平
成
26
年
度
末
の
退
職
者
が
多
か

っ
た
た
め
級
別
職
員
数
の
構
成
に
変

動
が
あ
り
１
億
３
５
２
万
円
減
と
な

り
ま
し
た
が
、
町
民
の
福
祉
に
係
る

民
生
費
や
学
校
教
育
や
生
涯
学
習
の

よ
う
な
教
育
に
係
る
教
育
費
の
増
に

よ
り
全
体
で
は
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

民
生
費
に
お
け
る
主
な
支
出
は
、
医

療
費
助
成
、
児
童
手
当
等
の
支
給
や
、

待
機
児
童
対
策
と
し
て
認
定
こ
ど
も

園
整
備
に
対
す
る
補
助
等
で
す
。
ま

た
、
教
育
費
に
お
け
る
主
な
支
出
は
、

中
学
校
給
食
の
運
営
開
始
に
伴
う
経

費
や
郷
土
資
料
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

整
備
等
の
経
費
で
す
。

　
町
で
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
、

光
り
輝
く「
未
来
」に
向
け
て「
健
康
」、

「
子
育
て
」、「
観
光
」、「
定
住
」に
重
点

を
置
い
て
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

広報おおいそ　平成28年11月13
依
存
財
源
　
39

.7％

歳 入
111億
606万円

1％1％0.7％0.7％
13.9％

7.2％

5.6％

その他（地方譲与税、地方消費税交付金など）
　7億5,124万円

町債　6億2,100万円

地方交付税
　8億518万円

国・県支出金
　22億3,190万円

その他（諸収入、繰
入金、繰越金など）
15億3,466万円

分担金及び負担金　7,961万円
使用料及び手数料
　1億1,441万円

町税　49億6,806万円

自主財
源

　
60
.3
％

 
 

　　　

民生費　　32億4,379万円
【主な事業】
自立支援給付費
児童手当
認定こども園整備事業費補助金
心身障害者医療扶助費
小児医療費助成
臨時福祉給付金
国民健康保険事業特別会計の安定した運営
後期高齢者医療特別会計の安定した運営
介護保険事業特別会計の安定した運営

4億4,661万円
4億5,699万円
1億7,074万円
1億3,337万円

7,485万円
2,340万円

3億6,474万円
3億5,983万円
4億2,868万円

総務費　　18億8,294万円
【主な事業】

自転車駐車場整備・維持管理
国府支所への太陽光発電設備設置
個人番号カードの交付事務
土砂災害ハザードマップ作成等の防災対策
防犯対策
情報システムの共同化
総合戦略策定に要した経費

4億6,349万円
1,417万円
1,286万円

 2,585万円
1,560万円
7,608万円
745万円

平
成
27
度
年

一
会
般

計

告
報
算
決

告
報
算
決

決
算
の
概
要
を

　
　
　
報
告
し
ま
す

■

歳 

入

　　問

財
政
課

　☎
内
線
２
１
９

44.7％44.7％

20.1％20.1％

6.8％6.8％

　
平
成
27
年
度
の
歳
入
決
算
額
は
、

１
１
１
億
６
０
６
万
円
で
前
年
度
と

比
べ
13
億
９
，
４
９
９
万
円
増
え
て

い
ま
す
。

　
町
の
収
入
の
根
幹
と
な
る
町
税
に

つ
い
て
は
、
49
億
６
，
８
０
６
万
円

で
前
年
度
よ
り
５
，
１
０
７
万
円
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
要
因
は
、

評
価
替
え
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
減

に
よ
る
も
の
で
す
。
一
方
、
社
会
保

障
財
源
の
確
保
等
の
た
め
の
消
費
税

率
引
上
げ
の
通
年
反
映
に
よ
り
地
方

消
費
税
交
付
金
が
増
額
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
が
制
度
改
正
に

よ
り
人
口
減
少
等
特
別
対
策
事
業
費

が
追
加
さ
れ
た
こ
と
で
増
額
し
、
普

通
建
設
事
業
に
係
る
交
付
金
や
認
定

子
ど
も
園
の
整
備
等
に
係
る
補
助
金

の
増
に
伴
い
国
・
県
か
ら
の
支
出
金

も
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

 

今
後
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

な
ど
を
受
け
、
町
税
の
減
少
が
予
想

さ
れ
る
な
か
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
し
、
安
定
し
た
運
営
を
行
う
た
め

に
は
、
新
た
な
財
源
の
確
保
な
ど
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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歳 出
103億

5,299万円

31.3
民生費

％

18.2
総務費

％12.6
衛生費

％

12.4
土木費

％

11.1
教育費

％

5.7
公債費
％

4.5
消防費

％
4.2
その他

％

 
 

※詳細は、町ホームページで公表します。

救急医療
予防接種や感染症対策
がん検診の推進
妊婦健診や不妊治療　
ごみの収集・運搬・処理
ごみ処理施設の解体経費
(仮称)リサイクルセンター整備事業
し尿の収集・運搬・処理

1,946万円
6,735万円
2,799万円
1,159万円

2億8,535万円
3億5,660万円

8,028万円
1億544万円

道路ストックの定期点検
橋りょう長寿命化修繕工事
国府本郷西小磯１号線の整備
幹線27号線の整備
血洗川の護岸整備
いくさわ西の池跡公園整備
六所・町屋公園トイレの整備
運動公園長寿命化対策

2,750万円
2,273万円
6,003万円
6,305万円
265万円
297万円

2,314万円
2,839万円

大磯小学校のグラウンド改修
国府中学校体育館等の改修
中学校給食の運営
大磯幼稚園の改修
私立幼稚園就園補助
郷土資料館リニューアル整備
旧吉田茂邸の再建

4,591万円
5,734万円
2,730万円
2,579万円
1,215万円
2,654万円

2億7,472万円

消防救急無線整備
小型動力ポンプ付積載車の購入
救急・救助等活動事業

4,482万円
1,651万円
826万円

議会費
労働費
農林水産業費
商工費
災害復旧費

1億4,497万円
2,136万円
7,764万円

1億8,480万円
356万円

衛生費　　13億750万円
【主な事業】土木費　　12億8,113万円

【主な事業】

教育費　　11億4,400万円
【主な事業】

消防費　　4億7,102万円
【主な事業】

その他　　4億3,237万円

公債費　　5億9,024万円
借りたお金の返済 5億9,024万円

平成27年度 決算報告

■

歳 

出

　
平
成
27
年
度
の
歳
出
決
算
額
は
、

１
０
３
億
５
，
２
９
９
万
円
で
前
年

度
と
比
べ
14
億
１
，
３
８
５
万
円
増

え
て
い
ま
す
。

　
主
な
理
由
と
し
て
は
ご
み
処
理
広

域
化
に
伴
う
ご
み
処
理
施
設
等
の
解

体
や
（
仮
称
）
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
の
整
備
、
駅
前
自
転
車
駐
車
場
の

整
備
な
ど
の
普
通
建
設
事
業
費
の
増

に
よ
る
も
の
で
す
。

　
歳
出
の
約
20
％
を
占
め
る
人
件
費

は
平
成
26
年
度
末
の
退
職
者
が
多
か

っ
た
た
め
級
別
職
員
数
の
構
成
に
変

動
が
あ
り
１
億
３
５
２
万
円
減
と
な

り
ま
し
た
が
、
町
民
の
福
祉
に
係
る

民
生
費
や
学
校
教
育
や
生
涯
学
習
の

よ
う
な
教
育
に
係
る
教
育
費
の
増
に

よ
り
全
体
で
は
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

民
生
費
に
お
け
る
主
な
支
出
は
、
医

療
費
助
成
、
児
童
手
当
等
の
支
給
や
、

待
機
児
童
対
策
と
し
て
認
定
こ
ど
も

園
整
備
に
対
す
る
補
助
等
で
す
。
ま

た
、
教
育
費
に
お
け
る
主
な
支
出
は
、

中
学
校
給
食
の
運
営
開
始
に
伴
う
経

費
や
郷
土
資
料
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

整
備
等
の
経
費
で
す
。

　
町
で
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
、

光
り
輝
く「
未
来
」に
向
け
て「
健
康
」、

「
子
育
て
」、「
観
光
」、「
定
住
」に
重
点

を
置
い
て
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

広報おおいそ　平成28年11月13



※特別会計とは…特定の収入を財源として行われるもので、一般会計とは区分して経理する会計

●国民健康保険事業

平成27年度 特別会計決算報告

給料（町税） 224万円

170万円

23万円

28万円

20万円

35万円

500万円

44.7%

34.1%

4.5%

5.6%

4.1%

7.0%

100%

155万円

79万円

27万円

92万円

68万円

18万円

27万円

466万円

33.4%

16.9%

5.7%

19.8%

14.6%

3.8%

5.8%

100%

実家からなどの援助
（交付税、交付金、国県補助金）

家賃収入（財産収入等）

借入金（町債）

預金の取り崩し（繰入金）

その他

合計 合計

（繰越金）

生活費（人件費・物件費）

子どもへの仕送り（繰出金）

ローン返済（公債費）

家の増改築など（普通建設事業費）

医療費・学費（扶助費）

預金（積立金）

税金・交際費・投資など（補助費など）

町の一般会計を家計簿にたとえると　～１世帯の年収を500万円とした場合～

収 入 支 出 構成比は
決算額の割合

比成構算決分区比成構算決分区

　国民健康保険事業、後期高齢者医療、介護保険事業を合わせた歳出決算額は、合計79億8,242万円で前年度に比べ
約４億5,610万円増となっています。
　また、下水道事業の歳出決算額は、14億848万円で、前年度に比べ１億190万円減となっています。

　歳入歳出ともに決算額が拡大した主な要因は、保険の安定的な運営を図り、医療費支払いに備える神奈川県国民
健康保険団体連合会が実施をする市町村保険者の互助事業の対象が拡大したためです。被保険者数は9,218人で、
1人あたりの給付費は前年度より5,183円多い28万5,487円で、歳入に占める保険税の割合は20.2％でした。

●介護保険事業　
　歳入は主に第１号被保険者数が増加したことによる保険料の増、
歳出は主に介護サービス利用件数が増加したことによる保険給付
費の増となりました。被保険者数は、前年度より320人多い
10,583人で、要支援・要介護認定者数は、前年度より37人多い
1,743人でした。また、歳入に占める保険料の割合は25％でした。

●下水道事業　
　歳入は主に供用開始面積の減少による受益者負担金の減、歳出
は、前年度に比べ公共下水道整備事業の工事請負費の減により減
となりました。平成27年度末現在の公共下水道の普及率は73.4％、
接続率は75.9％です。

●後期高齢者医療
　歳入は主に被保険者数の増加による保険料の増、歳出は後期高齢者医療広域連合への納付金の増となりました。
被保険者数は前年度より199人多い4,856人で、歳入に占める保険料の割合は50.6％でした。

広報おおいそ　平成28年11月 14

国民健康保険に加入している人が、万一
の病気やケガの場合に医療機関にかかる
ときの医療費の補助などを支援する事業

75歳以上の高齢者と65歳～74歳まで
で一定の障害のある方が安心して医療を
受けられるように支援する事業

介護を社会全体で支え、必要な方に介護
サービスを提供し、全ての高齢者の方に
介護予防や生活支援を行う事業

大雨による浸水や汚水により川や海が汚
れることなどから守るための下水道を整
備する事業

特別会計名 概　　　　　要 歳出決算額前年度比較

国民健康保険事業

後期高齢者医療

介護保険事業

下水道事業

歳入決算額

46億7,100万円

8億499万円

28億3,530万円

14億7,618万円

歳出決算額

44億5,674万円

7億6,656万円

27億5,912万円

14億848万円

0

10

20

30

40

50

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

特別会計歳出決算額の推移

国民健康保険事業

（億円）

後期高齢者医療事業

下水道事業介護保険事業

　財政健全化指標とは、市町村の財政が健全に維持できているかをチェックするための基準です。国が定めた５つ

の指標により、財政の悪化に応じて「早期健全化基準（イエローカード)｣｢財政再生基準（レッドカード)」が提示

され、早期の財政悪化を発見・改善を行うことを目的としています。

　なお、町の指標は、健全な財政状況であることを表していますが、今後、人口減少や少子高齢化などを受け、歳

入が減少傾向になることが予想されるため、健全化判断比率の数値にも注視して、財政運営に努めます。

■町の借金(町債)は平成27年度

末現在で、一般会計は前年度

より１億399万円増、下水道

事業特別会計は前年度より

6,572万円増となり町全体で

は、165億5,574万円となりま

した。今後も厳しい財政状況

のもと下水道整備が続くため

町債の増加が見込まれますが、

将来の負担を出来る限り増や

さないよう努めます。

■町の貯金(基金)は、平成27年

度末現在で、25億9,862万円

で前年度より9,209万円の増

となりました。

町の借金（町債）と貯金（基金）の推移

問　財政課　☎内線 216・219

【各比率の説明】
①実 質 赤 字 比 率：一般会計の赤字の大きさを示す。
②連結実質赤字比率：町の全ての会計の赤字の大きさを示す。
③実質公債費比率：借入金の当該年度の返済額の大きさ（資金繰
　　　　　　　　　　りの程度）を示す。
④将 来 負 担 比 率：今後支払わなければならないものの大きさを示す。
⑤資 金 不 足 比 率：各公営企業（町では下水道事業）の事業規模に
　　　　　　　　　　対する資金の不足を示す。

財政健全化指標 大磯町 早期健全化
基　準

財政再生
基　準

率
比
断
判
化
全
健

実質赤字比率① ※赤字額ではないため、
数字は表示されません。14.10% 20%

連結実質赤字比率② ※赤字額ではないため、
数字は表示されません。19.10% 30%

実質公債費比率③ 4.4％ 25% 35%

将来負担比率④ 69.8％ 350%

資金不足比率⑤
※不足額が発生しない
ため、数字は表示されま
せん。

20%

100
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60

40

20

90

70

50

30

10

0

（億円）

H23 H24 H25 H26 H27

借金（一般会計） 借金（下水道会計） 貯金（基金）

22億354万円22億354万円 22億634万円22億634万円
25億179万円25億179万円 25億653万円25億653万円

67億8,422万円67億8,422万円

85億7,801万円85億7,801万円

71億4,285万円71億4,285万円

87億3,493万円87億3,493万円

72億9,312万円72億9,312万円

89億7,134万円89億7,134万円

72億1,361万円72億1,361万円

91億7,242万円91億7,242万円

25億9,862万円25億9,862万円

73億1,760万円73億1,760万円

92億3,814万円92億3,814万円

40

50

60

70

80

90

100

歳出決算額における町税、義務的経費等の推移

H23 H24 H25 H26 H27

10.7％10.7％
10.6％10.6％

11.0％11.0％
8.3％8.3％

89.3％89.3％
89.4％89.4％

89.0％89.0％ 91.7％91.7％

19.8％19.8％

80.2％80.2％

（億円）

額
算
決
出
歳

費
経
的
資
投

等
費
経
的
務
義

町税

グラフから分かること　
○町税は例年並みで推移しているが歳出規模が例年
　よりも大きくなっている。これは、歳出全体にお
　いて町税で賄える割合が減少し、国や県からの依
　存財源で行う事業の割合が増加していることを表
　しています。
○歳出額に対し義務的経費等が占める割合が前年度
　に比べて低くなっており、道路や学校などの公共
　施設の整備に力を入れて取り組んできました。

平成27年度 ｢健全化判断比率｣ ｢資金不足比率｣ の状況は？ ～町の財政健全化指標～

平成27年度 決算報告

広報おおいそ　平成28年11月15

※特別会計とは…特定の収入を財源として行われるもので、一般会計とは区分して経理する会計

●国民健康保険事業

平成27年度 特別会計決算報告

給料（町税） 224万円

170万円

23万円

28万円

20万円

35万円

500万円

44.7%

34.1%

4.5%

5.6%

4.1%

7.0%

100%

155万円

79万円

27万円

92万円

68万円

18万円

27万円

466万円

33.4%

16.9%

5.7%

19.8%

14.6%

3.8%

5.8%

100%

実家からなどの援助
（交付税、交付金、国県補助金）

家賃収入（財産収入等）

借入金（町債）

預金の取り崩し（繰入金）

その他

合計 合計

（繰越金）

生活費（人件費・物件費）

子どもへの仕送り（繰出金）

ローン返済（公債費）

家の増改築など（普通建設事業費）

医療費・学費（扶助費）

預金（積立金）

税金・交際費・投資など（補助費など）

町の一般会計を家計簿にたとえると　～１世帯の年収を500万円とした場合～

収 入 支 出 構成比は
決算額の割合

比成構算決分区比成構算決分区

　国民健康保険事業、後期高齢者医療、介護保険事業を合わせた歳出決算額は、合計79億8,242万円で前年度に比べ
約４億5,610万円増となっています。
　また、下水道事業の歳出決算額は、14億848万円で、前年度に比べ１億190万円減となっています。

　歳入歳出ともに決算額が拡大した主な要因は、保険の安定的な運営を図り、医療費支払いに備える神奈川県国民
健康保険団体連合会が実施をする市町村保険者の互助事業の対象が拡大したためです。被保険者数は9,218人で、
1人あたりの給付費は前年度より5,183円多い28万5,487円で、歳入に占める保険税の割合は20.2％でした。

●介護保険事業　
　歳入は主に第１号被保険者数が増加したことによる保険料の増、
歳出は主に介護サービス利用件数が増加したことによる保険給付
費の増となりました。被保険者数は、前年度より320人多い
10,583人で、要支援・要介護認定者数は、前年度より37人多い
1,743人でした。また、歳入に占める保険料の割合は25％でした。

●下水道事業　
　歳入は主に供用開始面積の減少による受益者負担金の減、歳出
は、前年度に比べ公共下水道整備事業の工事請負費の減により減
となりました。平成27年度末現在の公共下水道の普及率は73.4％、
接続率は75.9％です。

●後期高齢者医療
　歳入は主に被保険者数の増加による保険料の増、歳出は後期高齢者医療広域連合への納付金の増となりました。
被保険者数は前年度より199人多い4,856人で、歳入に占める保険料の割合は50.6％でした。
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国民健康保険に加入している人が、万一
の病気やケガの場合に医療機関にかかる
ときの医療費の補助などを支援する事業

75歳以上の高齢者と65歳～74歳まで
で一定の障害のある方が安心して医療を
受けられるように支援する事業

介護を社会全体で支え、必要な方に介護
サービスを提供し、全ての高齢者の方に
介護予防や生活支援を行う事業

大雨による浸水や汚水により川や海が汚
れることなどから守るための下水道を整
備する事業

特別会計名 概　　　　　要 歳出決算額前年度比較

国民健康保険事業

後期高齢者医療

介護保険事業

下水道事業

歳入決算額

46億7,100万円

8億499万円

28億3,530万円

14億7,618万円

歳出決算額

44億5,674万円

7億6,656万円

27億5,912万円

14億848万円
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特別会計歳出決算額の推移

国民健康保険事業

（億円）

後期高齢者医療事業

下水道事業介護保険事業

　財政健全化指標とは、市町村の財政が健全に維持できているかをチェックするための基準です。国が定めた５つ

の指標により、財政の悪化に応じて「早期健全化基準（イエローカード)｣｢財政再生基準（レッドカード)」が提示

され、早期の財政悪化を発見・改善を行うことを目的としています。

　なお、町の指標は、健全な財政状況であることを表していますが、今後、人口減少や少子高齢化などを受け、歳

入が減少傾向になることが予想されるため、健全化判断比率の数値にも注視して、財政運営に努めます。

■町の借金(町債)は平成27年度

末現在で、一般会計は前年度

より１億399万円増、下水道

事業特別会計は前年度より

6,572万円増となり町全体で

は、165億5,574万円となりま

した。今後も厳しい財政状況

のもと下水道整備が続くため

町債の増加が見込まれますが、

将来の負担を出来る限り増や

さないよう努めます。

■町の貯金(基金)は、平成27年

度末現在で、25億9,862万円

で前年度より9,209万円の増

となりました。

町の借金（町債）と貯金（基金）の推移

問　財政課　☎内線 216・219

【各比率の説明】
①実 質 赤 字 比 率：一般会計の赤字の大きさを示す。
②連結実質赤字比率：町の全ての会計の赤字の大きさを示す。
③実質公債費比率：借入金の当該年度の返済額の大きさ（資金繰
　　　　　　　　　　りの程度）を示す。
④将 来 負 担 比 率：今後支払わなければならないものの大きさを示す。
⑤資 金 不 足 比 率：各公営企業（町では下水道事業）の事業規模に
　　　　　　　　　　対する資金の不足を示す。

財政健全化指標 大磯町 早期健全化
基　準

財政再生
基　準

率
比
断
判
化
全
健

実質赤字比率① ※赤字額ではないため、
数字は表示されません。14.10% 20%

連結実質赤字比率② ※赤字額ではないため、
数字は表示されません。19.10% 30%

実質公債費比率③ 4.4％ 25% 35%

将来負担比率④ 69.8％ 350%

資金不足比率⑤
※不足額が発生しない
ため、数字は表示されま
せん。
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H23 H24 H25 H26 H27

借金（一般会計） 借金（下水道会計） 貯金（基金）

22億354万円22億354万円 22億634万円22億634万円
25億179万円25億179万円 25億653万円25億653万円

67億8,422万円67億8,422万円

85億7,801万円85億7,801万円

71億4,285万円71億4,285万円

87億3,493万円87億3,493万円

72億9,312万円72億9,312万円

89億7,134万円89億7,134万円

72億1,361万円72億1,361万円

91億7,242万円91億7,242万円

25億9,862万円25億9,862万円

73億1,760万円73億1,760万円

92億3,814万円92億3,814万円
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歳出決算額における町税、義務的経費等の推移

H23 H24 H25 H26 H27

10.7％10.7％
10.6％10.6％

11.0％11.0％
8.3％8.3％

89.3％89.3％
89.4％89.4％

89.0％89.0％ 91.7％91.7％

19.8％19.8％

80.2％80.2％

（億円）
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町税

グラフから分かること　
○町税は例年並みで推移しているが歳出規模が例年
　よりも大きくなっている。これは、歳出全体にお
　いて町税で賄える割合が減少し、国や県からの依
　存財源で行う事業の割合が増加していることを表
　しています。
○歳出額に対し義務的経費等が占める割合が前年度
　に比べて低くなっており、道路や学校などの公共
　施設の整備に力を入れて取り組んできました。

平成27年度 ｢健全化判断比率｣ ｢資金不足比率｣ の状況は？ ～町の財政健全化指標～

平成27年度 決算報告

広報おおいそ　平成28年11月15
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平成29年度　臨時職員募集平成29年度　臨時職員募集
教育機関で働く臨時職員を次のとおり募集します。

問　学校教育課　☎内線332

総合計画審議会 行政改革推進委員会

募 集 人 数 ２人 ２人

任 期 委嘱の日から３年間 委嘱の日から２年間

応 募 資 格 18歳以上の町内在住・在勤・在学者で、平日に開催する会議に出
席できる方。ただし、町の他の審議会等の委員は除く。

応 募 方 法

所定の応募用紙に必要事項を明記の上、それぞれのテーマに関す
る小論文を添えて、郵送・持参・Ｅメールのいずれかにより提出
してください。
※募集要領及び応募用紙は、本庁舎３階政策課、１階ロビーまた

は国府支所にて配布しています。町ホームページからもダウン
ロードできます。

小論文テーマ「あなたの考える未来の大磯町」
（800字以内）

「行政改革について」
（400字程度）

募 集 期 間 10月31日（月）～ 11月25日（金）（当日消印有効）

報 酬 6,500円／日

提 出 先
〒255-8555　大磯町東小磯183番地
大磯町役場政策総務部政策課政策係（本庁舎３階）
Eメール：seisaku-t@town.oiso.kanagawa.jp

そ の 他 委員の選考は選考委員会で行います。
募集の詳細は募集要領をご確認ください。

職　種 勤務内容
採　用
予定数

必要資格・条件 別途提出書類 面接予定日

教育支援員
（小・中学校）

・小・中学校の特別支援級での支援
・特別な配慮を要する児童・生徒の
　在籍する通常学級での支援

30名程度
12月５日（月）
13：00～20：00

給食調理員
（小学校）

・小学校での給食調理作業等 10名程度
12月７日（水）
13：00～20：00

指導協力員
（小・中学校、
　　　適応指導教室）

・学習面で支援が必要な児童・生徒
　への学習指導等

８名程度
小学校教諭免許
中学校教諭免許

教諭免許状写し（ま
たは取得見込証明書）
及び更新講習修了確
認証明書（所持する
場合）

12月６日（火）
13：00～20：00

学校図書館司書
（小・中学校）

・小・中学校の学校図書館での蔵書
　管理、貸出、読書指導等

４名程度 図書館司書
図書館司書資格証明
書写し

12月９日（金）
13：00～20：00

教育相談等専門担当員
（中学校）

・「心の教室」相談員としての勤務
・スクールカウンセラー不在時の生
　徒相談及び学習補助

４名程度

大学や大学院で、心理学
または教育学を専攻・専
修されている方、あるい
は専攻中・専修中の方

心理学または教育学
を履修したことがわ
かる書類の写し

12月６日（火）
13：00～20：00

英語指導助手
（小・中学校）

・英語指導補助等 若干名
英語を第１母国語とし、
大学卒業後に教職経験の
ある方

12月５日（月）
13：00～20：00

校務整備員
（小・中学校）

・施設維持管理（清掃、修繕等）
・文書等連絡物運搬
・受付及び来客対応等

若干名
12月７日（水）
13：00～20：00

スクールアドバイザー
（大磯町教育研究所）

・保護者、教員からの教育相談対応
・教育施設への巡回訪問及び連絡調整
・心理判定実施

若干名
臨床心理士資格
相談業務の実務経験があ
る方

臨床心理士資格証明
書写し

12月６日（火）
13：00～20：00

◆受付締切　　　　学校教育課　平成28年11月22日（火）　【郵送提出可】
◆採用予定期間　　平成29年４月初旬から最長で平成30年３月下旬まで
◆面接予定日　　　上記のとおり、ただし募集状況等により変更する場合があります。
◆提出書類　　　　・教育委員会指定様式の履歴書（写真貼付）１通　町ホームページ上よりダウンロードしてください。

・別途提出書類が必要な職種については、履歴書と併せて提出ください。
・平成29年３月に卒業予定の方は、最終学校卒業見込証明書１通を添付してください。

◆勤務内容、給与等その他詳細については、町ホームページをご覧いただくか、または直接お問い合わせください。
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町の人口と世帯
10月1日現在

人口 31,485（－4）男 15,359（－2）女 16,126（－2）
世帯 12,316（±0）　（　）は前月比

2016年
11月

号
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カメラスケッチカメラスケッチ
広報カメラマン撮影

●さかなの朝市
　　　　　９/18　大磯港(　 高田さん撮影）

●大磯小学校運動会
　　　　　10/10　大磯小学校(　 上田さん撮影）

蓮沼　結恵ちゃん
平成25年９月21日生

直也さん、恵利さんの長女

自転車に夢中！じいじばあば、いつも
ありがとう。元気いっぱいの結恵に家
族みんな元気をもらっています。

ゆ め

政策課 ☎内線207

●白い彼岸花
　　　　　９/25　東海道松並木(　 杉崎さん撮影）

●大磯チャレンジフェスタ2016
　　　　　10/２　大磯運動公園(　 奥野さん撮影）

みかんヨーグルト
　　　　シャーベット
マシュマロを入れてふわふわの食感にしたところが工夫した点です。

小学校３年生の作品
（応募当時）

① みかんを横半分に切り、しぼる。
② ボウルに材料を全て入れて、混ぜ合わせる。
③ ラップかふたをして、ボウルごと冷凍庫に５～６時間おいて、
　 ときどきかき混ぜる。
④ 固まっていればできあがり。

※小・中学生によるOisoレシピ集は町のホームページからダウンロードできます。
 また、保健センターでも配布しています。

みんなで
 つくろう！
みんなで
 つくろう！

 Vol.

42

（5人分）材 料

作 り 方

スポーツ健康課 ☎内線319

みかん　　　　　　　　５個

ヨーグルト（無糖）　400ｇ

マシュマロ（小さ目）　４個

砂糖　　　　　　　　100ｇ


